依頼試験仕様書（小型容器・ファイバ板箱）
	試験成績書に記載する
	会社名
	

	
	住　所
	

	試験名
	危険物容器及び包装（小型容器）の性能試験
	試験基準
	ＨＫ（ＵＮ）

	申込区分
	新規
	日本舶用品検定協会の図面確認：　未　／　済

	
	継続
	仕様変更：　無　／　有（仕様書備考欄に変更内容記入）

	日本舶用品検定協会申請情報
	東京　／　大阪　／　福岡　支部　　・　　　　　　　様

	
	工場調査予定日：　　　年　　月　　日

	
	（継続の場合）製造期間：　　　年　　月　　日まで

	日本舶用品検定協会への成績書直送希望
	[bookmark: _GoBack]しない　／　する

	容器仕様
	品　名
	ファイバ板箱　・　記号 [　４Ｇ　]

	
	表　示
	[ un  ４Ｇ ／    　 ／ Ｓ ／ ＹＲ ／ Ｊ ／ ＨＫ ／    　　　]

	
	型　式
	
	製造年月
	年　　月

	
	製 造 者
	組み上げ
	

	
	
	ファイバ板箱
	

	
	構　成
(外装容器以外)
	試験時の充填物質
	

	
	
	個数
	

	
	許容容量
	L　（最大内容積）

	
	許容正味質量
	kg　（充填物の最大質量）

	
	容器質量（風袋）
	±　　　kg　（緩衝材等を含む外装容器質量）

	
	最大許容総質量
	kg　（小数点以下切り上げ）

	
	試験品の総質量
	±　　　kg　（試験時の代替物質による）

	充填物質
	輸送する物質名
	
	種類
	固体

	
	国連番号
	
	容器等級
	Ⅰ　／　Ⅱ　／　Ⅲ

	試験品個数
	充填品（　　）個　＋　予備（　　）個　＋　非充填品1個　=　合計（　　　）個

	ファイバ
　板箱
	段ボールの種類
	両面段ボール　／　複両面段ボール　／　複々両面段ボール

	
	胴部接合の方法
	接着剤　／　ステイプル　／　その他（　　　　　　　　　）

	
	ファイバ板の吸水度試験成績書番号
	

	 備考

	

	

	

	

	

	


（注）上記の内容は、試験成績書に記載されますので正確にお書き下さい。



試験品の受け取り方法
　試験後の試験品の受け取り方法を以下から選択してください。


　
　


















　　　　　　　　　　　
image3.wmf
返送先として下記を指定する


image1.wmf
依頼者が来所して引き取る


image2.wmf
連絡担当者（申込者）の住所へ返送する


